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人や環境に優しく
町民の安全と安心を支える

新庁舎
― その 6 ―

　今月は、第2回新庁舎建設町民懇話会を開催し、委員の皆さん
から出された意見や要望と、対応などについて掲載するほか、「新
庁舎建設　町民説明会」の開催についてお知らせします。

第 2回　新庁舎建設町民懇話会
　町では、新庁舎に関する幅広い分野の意見を基本設計へ反映させるた
め、町民の皆さん、各種団体および区長会の代表の方々などで構成する
『新庁舎建設町民懇話会』の2回目の会議を10月7日に開催しました。
　当日は第1回懇話会にて説明した内容に対する意見を集約し、その意
見等への対応を説明しました。その一部をご紹介します。

懇話会でこれまでに出された『ご意見・ご要望』と、その対応

庁舎の規模

既存施設の活用

建物全体

人口減少、高齢化が進む中、人口 1万人程度の
町の規模を想定して建設するべきでは？

保健福祉支援センターや上水道事務所、議会棟はまだ活用できるのでは？

面積が縮小されているが、どのような
見直しをしたのか

町有林を活用してほしい

町民の身の丈に合った建設費であって欲しい
コストダウンのために、中途半端な
庁舎にはしないでほしい

　町の規模に加えて、利用者数、職員数なども考慮し、
必要な機能を備えた無駄のないコンパクトな庁舎を目
指します。

　現在、町の行政機能は広範囲に点在しており、来庁者から「転入手続きや相談などを行う際に不便を感じる」との
意見が多く寄せられています。こうしたことから、福祉保健課、上下水道課をはじめとした行政機能を新庁舎に集約
し、窓口のワンストップ化により、利用者へのサービス充実を高めていきます。
　議会棟は、耐震性が有ると判断されていますが、建設から 38年が経過し、建物自体の経年劣化やバリアフリーに
対応していないことから、新庁舎として整備します。

　各室や、共用部分の必要性の検討を行いました。共
用できる会議室は共用し、各室の稼働率を上げるよう
精査しました。

　内装の木質化を図ります。町有林については、これ
から木材調査を実施します。

災害時には拠点施設となるので、強固
な庁舎にしてほしい

　耐震性を十分に確保する建物とします。

　耐震性などの必要な機能を備えつつ、無駄なく、華
美でないコンパクトな庁舎を目指します。

▲第 2回懇話会の様子

シリーズ
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町
で
は
、
桜
の
名
所
で
あ
る
大
法

師
公
園
の
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、

パ
ー
ク
P
F
I
制
度
を
活
用
し
、新

た
な
公
園
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

運
営
を
行
う
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
H
P
で
公
表
す
る
「
大

法
師
公
園
便
益
施
設
等
整
備
事
業　

公
募
設
置
等
指
針
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
H
P
に
は
11
月
1
日
か
ら
公
表
し

ま
す
。

※�

公
表
時
期
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
パ
ー
ク
P
F
I
制
度
と
は
…

　
2
0
1
7
年
の
都
市
公
園
法
改
正

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
民
間
資
金
を
活

用
し
た
都
市
公
園
の
新
た
な
整
備
・

管
理
手
法
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
計
画
公
園
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

建物の配置・道路

事業全体のこと

各部屋の配置・空間や設備

現庁舎南から南側駐車場に建設しては
どうか

危機管理上、町民のためにもできるだけ早く
耐震性能を有する庁舎を備えることは重要
財源には国の有利な制度を活用していくべき

　庁舎南側に建設する案も含めて検討を重ねた結果、
南側に建設する案はサーバー室移転に係る費用や隣地
との距離が近いこと、日影の影響などを考慮すると適
した配置ではないため、現庁舎の東側駐車場へ建設す
る案としました。

外構・駐車場

障がい者用駐車スペースには屋根、正面玄
関までのアーケードも設置してほしい

広い駐車場を利用し、大規模災害時
に対応できる機能の確保を考えてほ
しい

　設計を進める中で検討します。

1 階は来庁者が多いフロアなので、利
便性に富むワンストップ方式の窓口を

　窓口やカウンターは設計を進める中で検討します。

オストメイト対応のトイレの設置、車
いす対応のカウンターと設置位置の検
討、聴覚や視覚障がい者にも対応した
案内表示を要望したい

　ご意見のとおり対応します。

議場は、子どもたちが傍聴学習すること
もあるので、机が収納できる椅子が必要

　設計を進める中で検討します。

新庁舎建設　町民説明会　を開催します
　町では、新庁舎整備の基本理念である「人や環境に優しく、町民の安全と安心を支える庁舎」を目指し、
新庁舎建設基本設計に取り組んでいます。
　このたび、新庁舎の建物位置や、規模、庁舎内に配置する執務室や会議
室、町民の皆さまの利用スペースなどについて、次のとおり町民説明会を
開催します。
◇日時　　　令和元年12月4日（水）、7日（土）
　　　　　　午後7時30分～　※両日とも内容は同じです。
◇会場　　　町民会館　3階ホール
○お問い合わせ　　　管財課　施設整備担当　☎22－7206

●お問い合わせ
　管財課　施設整備担当　☎22－7206

大
法
師
公
園
の
管
理
運
営

事
業
者
を
公
募
し
ま
す▲大法師公園案内図
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
が
90
億
9
，4
9
4
万
8
千
円
、歳
出
が

85
億
7
，1
5
0
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

お
よ
び
リ
ニ
ア
関
連
事
業
な
ど
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
決
算

と
比
べ
5
・
2
％
の
増
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
の
主
要
施

策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
な
ど
14
の
特
別
会
計
は
、総
額
で
歳
入
53
億
3
，6
3
0
万
9
千

円
、
歳
出
49
億
9
，8
7
9
万
6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入総額
90億9,494万
8千円

町税
15億5,628万6千円
（17.1％）

分担金・負担金
9,112万1千円
（1.0％）

繰越金
3億7,573万8千円
（4.1％）

繰入金
3億7,050万円
（4.1％）

諸収入
8億1,633万2千円
（9.0％）

地方交付税
30億6,972万5千円（33.8％）

町債
11億1,240万円
（12.2％）

国庫支出金
6億3,740万円
（7.0％）

国庫支出金
6億3,740万円
（7.0％）

県支出金
4億1,800万4千円
（4.6％）

地方譲与税ほか
3億9,759万2千円（4.4％）

依
存
財
源

自
主
財
源

歳 入 ［町税内訳］
町民税 7億4,430万6千円
固定資産税 5億7,635万8千円
軽自動車税 5,702万1千円
町たばこ税 9,821万6千円
入湯税 51万1千円
都市計画税 7,987万4千円

使用料・手数料ほか
2億4,985万円
（2.7％）

国 民 健 康
保 険 会 計

歳入 18億 6,011 万円

歳出 16億 9,310 万 5千円

後期高齢者
医 療 会 計

歳入 3億 7,363 万 8千円

歳出 3億 6,719 万 4千円

介 護 保 険
会 計

歳入 19億 1,162 万 8千円

歳出 18億 3,753 万 1千円

介護サービ
ス事業会計

歳入 9,540 万円

歳出 8,737 万 6千円

奨学金会計
歳入 311 万 2千円

歳出 150 万円

簡 易 水 道
事 業 会 計

歳入 1億 1,906 万 6千円

歳出 1億 314 万 7千円

下水道事業
会 計

歳入 9億 724 万 4千円

歳出 8億 5,046 万 9千円

営農飲雑用
水事業会計

歳入 347 万 5千円

歳出 150 万 7千円

箱原農業集落
排水事業会計

歳入 1,391 万 2千円

歳出 1,289 万 7千円

鹿島財産区
会 計

歳入 8万 7千円

歳出 1千円

カラマツオ
財産区会計

歳入 56万 9千円

歳出 39万 5千円

かじかの湯
事 業 会 計

歳入 4,528 万 4千円

歳出 4,124 万 5千円

こ と ば の
教 室 会 計

歳入 193 万 4千円

歳出 161 万 9千円

充指導主事
会 計

歳入 85万円

歳出 81万円

水道事業会計
◆収益的
　収入

2億 6,218 万 4千円
　支出

2億 4,267 万 5千円
◆資本的
　収入

4,614 万 7千円
　支出

1億 3,182 万 3千円
※�収入支出差引不足分は、過
年度分損益勘定保留資金な
どで補てんしています。

平成 30年度　特別会計・企業会計決算

　決算とは、町の実際の収支をまとめた「実績」にあたります。
　平成30年度にみなさんに納めていただいた税金や、国・県などから町に入ったお金
がいくらで、どのように使われたかをお知らせします。
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平成30年度

決算報告
平成30年度

決算報告

　
景
気
の
回
復
傾
向
が
見
込
め
な
い

影
響
な
ど
か
ら
、
主
要
な
自
主
財
源

の
町
税
が
減
と
な
り
、
基
金
の
取
崩

し
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の

予
算
執
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

よ
り
一
層
の
経
費
削
減
、
効
率
的
な

事
業
執
行
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
税
15
億
5
，6
2
8
万
6
千
円

（
17
・
1
％
）、
地
方
交
付
税
30
億
6
，

9
7
2
万
5
千
円
（
33・8
％
）、
国

庫
支
出
金
6
億
3
，7
4
0
万
円

（
7
・
0
％
）、
町
債
11
億
1
，

2
4
0
万
円
（
12・2
％
）、
県
支
出

金
4
億
1
，8
0
0
万
4
千
円
（
4
・

6
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
で
分
類
す

る
と
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
（
町
税
、
財
産
収
入
な
ど
）
で

あ
る
自
主
財
源
が
約
38
％
、
国
や
県

な
ど
か
ら
の
財
源
で
あ
る
依
存
財
源

が
約
62
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
区
域

の
道
路
お
よ
び
下
水
道
整
備
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

民
生
費
26
億
1
，4
1
7
万
5
千
円

（
30
・
5
％
）、
衛
生
費
13
億
5
，

2
9
7
万
2
千
円
（
15・8
％
）、
土

木
費
11
億
2
，3
0
0
万
5
千
円

（
13
・
1
％
）、
公
債
費
8
億
6
，

4
5
0
万
8
千
円
（
10・1
％
）、
総

務
費
8
億
9
，4
0
3
万
円
（
10
・

4
％
）、
教
育
費
7
億
4
，0
8
3
万

5
千
円
（
8
・
6
％
）
で
す
。

歳出総額
85億7,150万
7千円

歳 出

民生費
26億1,417万5千円
（30.5％）

公債費
8億6,450万8千円
（10.1％）

土木費
11億2,300万5千円
（13.1％）

教育費
7億4,083万5千円 

（8.6％）

総務費
8億9,403万円
（10.4％）

衛生費
13億5,297万2千円
（15.8％）

消防費
3億1,515万5千円
（3.7％）

災害復旧費　4,249万5千円（0.5％）
労 働 費　800万円（0.1％）

諸支出金　1億6,487万円（1.9％）
商工費　1億4,126万3千円（1.7％）
議会費　8,464万9千円（1.0％）

農林水産業費
2億2,555万円
（2.6％）

町のために使ったお金
町民１人当たりにして
見てみましょう！

平成31年4月1日現在の富士川町の人
口15,171人で計算しました。
町民 1人当たりの

歳入　59万 9,496 円
歳出　56万 4,993 円

〈主なもの〉

民生費
17万2,314円

土木費
7万4,023円

総務費
5万8,930円

教育費
4万8,832円

衛生費
8万9,181円

消防費� 2万 774円
農林水産業費� 1万 4,867円
商工費� 9,311円
諸支出金� 1万 867円

公債費　5万6,984円

社会福祉、障がい者・
高齢者・児童福祉など
の費用

道路、河川、都市
計画などの費用

町が通常必要とする
全般的な経費

学校教育や社会教育・
体育などの費用

健康や衛生的な生活環
境を維持する費用

借入金の元金や利子の
支払いに必要な費用

《
歳
入
》
に
つ
い
て

《
歳
出
》
に
つ
い
て
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町の財政健全化判断比率などを公表します
　自治体の財政破たんを未然に防ぎ、悪化した団体に対して早期に健全化を促すため、健全化判断比率の4つの指
標と資金不足比率が国の早期健全化基準以上となった場合、改善が必要な状態とみなされ、財政健全化計画を策定
することが義務付けられています。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、富士川町の平成30年度における「健全
化判断比率」「資金不足比率」を公表します。
　富士川町は、すべての指標で国の基準を下回りましたが、今後も財政健全化に努めてまいります。

◆富士川町の健全化判断比率、資金不足比率
平成 30年度
決　　算

平成 29年度
決　　算

早期健全化基準
（経営健全化基準）

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ― ― 15.00％

②連結実質赤字比率 ― ― 20.00％

③実質公債費比率 11.1％ 10.6％ 25.00％

④将来負担比率 54.3％ 43.3％ 350.00％

⑤資金不足比率 ― ― 20.00％

◆自治体行政のイメージと財政指標の対象範囲

地
方
公
共
団
体

一般会計等
福祉、教育、まちづく
りなどの行政サービス

①
実
質
赤
字

比
率

特別会計
国民健康保険事業、介
護保険事業など

公営企業
水道事業、病院事業
など

⑤
資
金
不
足

比
率

※
公
営
企
業

会
計
ご
と
に

算
定

一部事務組合など

地方公社など

用
語
の
解
説

　
実
質
赤
字
比
率
：
一
般
会

計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
す
も
の
で
す
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
：
す

べ
て
の
会
計
の
赤
字
・
黒
字

を
合
算
し
、
市
町
村
全
体
と

し
て
の
赤
字
に
程
度
を
示
す

比
率
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
：
借
入

金
の
返
済
分
な
ど
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
財
政
負
担
を

見
る
た
め
の
比
率
で
す
。

　
将
来
負
担
比
率
：
市
町
村

の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
債
分

を
指
標
化
し
、
将
来
の
負
担

を
示
す
も
の
で
す
。

　
資
金
不
足
比
率
：
公
営
企

業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
し
て
比
較
し

て
指
標
化
し
、
経
営
状
況
を

把
握
す
る
も
の
で
す
。

●お問い合わせ
　財務課　財政担当
　☎22－7201

※「―」は、①②において赤字
額がないことを示しています。
⑤においては、対象となる全て
の会計で資金不足がないことを
示しています。
⑤対象会計：水道事業会計、簡
易水道事業特別会計、営農飲雑
用水事業特別会計、下水道事業
特別会計、箱原農業集落排水事
業特別会計

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率
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●お問い合わせ
　財務課　人事給与担当　☎22－7201

　富士川町職員の給与は、基本給としての給料と扶養手当や通勤手当などの諸手当から成り立ち、その職務
や責任の度合いに応じ、国・県の職員給与や民間給与などを考慮して、町議会の審議を経て「職員給与条例」
で決められています。

◎人件費の状況（平成 30年度普通会計決算）

区　分 人　口
H30.4.1

歳出総額
🄐　千円

うち人件費
🄑　千円

比　率
🄑 /🄐

30 年度 15,392 人 8,603,020 1,229,554 14.3％

※�人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれてい
ます。

◎職員の初任給の状況（平成 31年 4月 1日現在）

区　　　分 富士川町 国

一　般
行政職

大学卒 180,700 円 180,700 円

高校卒 148,600 円 148,600 円

◎特別職の報酬等の状況（令和元年 10月 1日現在）

区　　　分 給料月額等 期末手当

特
別
職

町　長 685,000 円 � � 6 月期� 2.225 月分

副町長 580,000 円 � 12 月期� 2.225 月分

教育長 538,000 円 � 合　計� 4.45 月分

◎職員給与費の状況（平成 31年度一般会計当初予算）

区　分 職員数
🄐

給　　与　　費　（千円）

給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計🄑

31年度 154 人 586,421 71,140 235,884 893,445

一人当たりの給与費（B/A） 5,801,590 円

※�特別職に支給される給料・報酬などは含まれていません。また、
職員手当には退職手当は含まれていません。

◎職員の平均給料月額平均年齢の状況
（平成 31年給与実態調査）

区　　　分 給　　料 平均年齢

一般行政職 309,700 円 40.7 歳

◎部門別職員数の状況（平成 31年 4月 1日現在）

区分 一般行政 教　　育 公営企業など 合　　計

職員数 139 人 14 人 16 人 169 人

前年比 － 1人 ＋ 2人 ± 0人 ＋ 1人

◎職員手当の状況（令和元年 10月 1日現在）

区
分 支給月

富士川町（月分） 国（月分）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期
末
勤
勉
手
当

6 月期 1.3 0.925 1.3 0.925

（1.1） （1.125） （1.1） （1.125）

12 月期 1.3 0.925 1.3 0.925

（1.1） （1.125） （1.1） （1.125）

合　計 2.60 1.85 2.60 1.85

（2.20） （2.25） （2.20） （2.25）

退
職
手
当

年　数 自己都合 勧奨定年 自己都合 勧奨定年

勤続20年 19.6695月 24.586875月 19.6695月 24.586875月

勤続 30年 34.7355 40.80375 34.7355 40.80375

勤続 40年 44.7795 47.709 44.7795 47.709

最高限度 47.709 47.709 47.709 47.709

※（　）内は、特定幹部に適用

給　与　の　内　容
◆毎月決まって支給されるもの
※給　　料� 職種や職務に応じて給料表に定める額を支給
※扶養手当� 子 10,000 円、その他の扶養親族 6,500 円
※住居手当� �借家の場合、家賃が 12,000 円を超えるときに支

給し、家賃の額に応じ最高 27,000 円まで
※通勤手当� �通勤方法により異なりますが、交通機関利用の場

合、運賃 55,000 円まで支給（自動車利用者は、
通勤距離に応じ支給）

◆特殊な職務・勤務に従事したとき、実績に応じ支給される
※特殊勤務手当　危険、困難、不健康な勤務についたとき
※時間外勤務手当　正規の勤務時間を超えて勤務したとき

◆臨時に支給されるもの
※期末・勤勉手当　ボーナスに相当する手当　年間 4.45 月分
※退　職　手　当　退職時に支給

富士川町職員の給与などを公表します
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「税の滞納整理強化月間」

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月
1
日
現
在

に
お
い
て
、
町
内
に
土
地
や
家
屋
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
内
を
巡
回
し
て
現
況
の

確
認
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
正
確
な
課

税
の
た
め
に
も
、
土
地
の
利
用
状
況
を

変
更
し
た
り
、
建
物
の
増
築
や
取
り
壊

し
を
し
た
場
合
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必
ず

そ
の
年
の
年
末
ま
で
に
、
税
務
課
窓

口
で
『
家
屋
滅
失
届
出
書
』
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
に
伴
う
現
地

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
の
評
価
（
土
地
・
家
屋
）

に
伴
う
現
地
調
査
で
は
、
対
象
と
な
る

土
地
・
家
屋
を
特
定
し
、
敷
地
周
辺
か

ら
確
認
し
ま
す
が
、
外
観
か
ら
確
認
で

き
な
い
物
件
は
、
所
有
者
の
許
可
を
得

て
敷
地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
は
、
職
員
が
町
徴

税
吏
員
証
を
提
示
し
て
許
可
を
求
め
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

滞
納
処
分
（
差
押
え
）
と
は

　
町
で
は
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
「
督

促
状
」
を
発
送
し
ま
す
。「
督
促
状
」

の
発
送
か
ら
10
日
を
過
ぎ
る
と
、
財

産
の
差
押
え
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。（
法
律
で
は
事
前
の
差
押
予

告
通
知
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。）

　
ま
た
、差
押
え
前
に
は「
勤
務
先
」

や
「
取
引
先
」
に
対
し
、
調
査
に
入

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
預
金
の
差
押
え

　
預
金
（
普
通
預
金
、
定
期
預
金
な

ど
）
を
差
押
え
、
金
融
機
関
な
ど
か

ら
取
立
て
ま
す
。

○
生
命
保
険
契
約
の
差
押
え

　
保
険
契
約
な
ど
に
お
い
て
有
す
る

請
求
権
を
差
押
え
ま
す
。

○
給
与
の
差
押
え

　
勤
務
先
へ
通
知
し
、
支
払
わ
れ
る

べ
き
給
与
の
一
部
を
差
押
え
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、自
動
車
の
差
押
え（
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）、
不
動
産
（
土
地・建

物
）
の
差
押
え
、
家
財
道
具
な
ど
の

差
押
え（
捜
索
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
上
半
期
（
4
月
〜
9
月
）

の
差
押
件
数
は
、
55
件
で
す
。
内
訳

は
、
預
貯
金
53
件
、
保
険
1
件
、
そ

の
他
1
件
。
ま
た
、
動
産
の
公
売
件

数
は
1
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

峡
南
5
町
で
捜
索
協
定
を
締
結

　
8
月
1
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

市
川
三
郷
町
、
早
川
町
、
身
延
町
、

南
部
町
と
の
間
で
相
互
に
職
員
を
派

遣
し
あ
う
捜
索
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
人
員
不
足
が

解
消
さ
れ
、
滞
納
者
の
自
宅
な
ど
の

捜
索
が
よ
り
実
施
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
が

始
ま
り
ま
す
！

　
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
税
の
公

平
性
と
税
収
を
確
保
す
る
た
め
、
11

月
・
12
月
を
「
税
の
滞
納
整
理
強
化

月
間
」
と
し
、
県
税
と
市
町
村
税
の

滞
納
者
に
対
し
て
、
県
総
合
県
税
事

務
所
と
市
町
村
に
よ
る
合
同
捜
索
や

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
重
点
的
に
実

施
し
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
自
動
車
、

動
産
な
ど
）は
、Yahoo!JA

PA
N

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て

売
却
さ
れ

る
予
定
で

す
。納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
通
知
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
」

「
う
っ
か
り
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
」
場
合
で
も
、
放
っ
て
お
く
と
滞

納
処
分
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
税
金
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
今

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
や
病
気
な
ど
、
事
情

が
あ
る
方
は
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
税
務
課
に
連
絡

の
う
え
、
収
入
や
支
出
、
生
活
の
状

況
が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
徴
収
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

11月・12月は、「税の滞納整理強化月間」です
税金の納め忘れはありませんか？

納付・連絡がない場合は、『滞納処分』を執行します
　税金は、毎日の生活を支えるため、福祉や保険といった社会保障、ごみ処理、教育、道路整備などのさまざまな事業を進め
るうえで、非常に重要な財源です。
　町民の皆さんには、町税などを納期限内に納めていただいていますが、資力があるにもかかわらず、納付に応じない人もい
ます。このような場合、町では税負担の公平性を確保するため、滞納処分を行い、強制的に徴収することになります。

税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします

～　9月は差押 5件を実施　～
納付・連絡がない場合は「滞納処分」を執行します。
差押の前には「勤務先」や「取引先」に対し調査に入る場合もあります。

滞納処分等の件数　【期間：H31.4.1～R1.9.30】� ［単位：件 ※（　）内は9月実施分］

財産差押　計55（＋5）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他
53（＋5） 1（±0） 1（±0） 0（±0） 1（±0） 0（±0）

土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
が

変
わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す

▲自宅を捜索する様子
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個人住民税の『特別徴収』の完全実施を行っています
　特別徴収とは、事業主（給与支払者）が毎月の給与を従業員に支払う際に、町から通知された個人住民税額を国
の所得税と同様に給与から天引きして、納入していただく制度です。

◇事業主の皆さまへ
　従業員の個人住民税は、特別徴収（給与天引き）をお願いします。また、特別徴収をしている従業員が異動（退
職、転勤、休職、死亡など）し、給与を支払わなくなったときは、税務課に異動届出書の提出をお願いします。

◇普通徴収ができる場合があります
　「給与の支払期間が不定期」「個人事業主の事業専従者」などの理由により、普通徴収（従業員が自分で納付）と
することができます。詳しくは、お問い合わせください。

●お問い合わせ　税務課　住民税担当　☎22－7205

令和元年分　年末調整等説明会
　町では、鰍沢税務署、鰍沢法人会の共同で給
与事務担当者を対象とした「令和元年分　年末
調整等説明会」を次のとおり開催します。

◇日　時� 11月19日（火）
� 午後1時30分から
◇会　場� 町民会館

※年末調整関係用紙は、午後1時から配布します。
　�（用紙請求書をお持ちの方は、事前に記載のう
え、ご来場ください）

※�源泉所得税・法定調書関係書類は鰍沢税務署
に、直接お問い合わせください。

●お問い合わせ
　鰍沢税務署　源泉所得税担当　☎22－3191
　税務課　住民税担当　☎22－7205

消費税軽減税率制度等説明会
◇日　時� 11月7日（木）、12月5日（木）
� 午後2時から
◇会　場� 鰍沢税務署　1階会議室

●お問い合わせ
　鰍沢税務署　法人課税部門　☎22－3191

税を考える週間　講演会のお知らせ
　11月11日～17日は税を考える週間です。
　鰍沢税務署管内在住の皆さんに、身近な問題として税
に対する認識を高めていただくことを目的に講演会を開
催します。
　どなたでも参加できますので、ぜひお越しください。

◇日　時� 11月13日（水）
� 午後1時30分から
◇会　場� 身延町　中富総合会館
◇講　師� 鰍沢税務署長　井﨑智士　氏
� 定林寺住職　　㓛刀貞行　氏

●お問い合わせ　鰍沢青色申告会　☎22－8515
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住民票などに旧姓（旧氏）の記載が可能になります！
　11月 5日（火）から、婚姻などで氏が変わった場合に、『住民票・マイナンバーカード・印鑑証明書』に従
前の氏を併記できるようになります。併記することにより、各種契約や銀行口座、就職や職場などで証明書と
して利用できます。
　希望する方は、旧姓（旧氏）が記載されている戸籍謄本などとマイナンバーカードをお持ちいただき、役場
にて申請をお願いします。詳しくはお問い合わせください。

●お問い合わせ　町民生活課　戸籍担当　☎ 22－7208

通知カードからマイナンバーカードへの切り替えをお早めに！
　マイナンバーカードは、令和 3年 3月から健康保険証として本格運用が始まります。
　そのため、今後、申請者が増加し、窓口の混雑が予想されますので、早めの切り替えをお勧めします。申請
は、スマホ・郵送・パソコンなどからもできます。
　「申請書を紛失した」「よくわからない」という場合は、ご本人が写真（サイズ縦 4.5 ×横 3.5、正面、無帽、
無背景、6カ月以内に撮影）と印鑑を戸籍担当までお持ちいただくことでその場で申請ができます。

●お問い合わせ
　町民生活課　戸籍担当　☎ 22－7208

国 民 年 金 基 金 の ご 案 内
　国民年金基金は、自営業の方々とそのご家族などが国民年金とセットで加入して、掛金の税優遇を受けなが
ら積み立てを行い、老後に国民年金に上乗せして年金を受けられる公的な個人年金です。

【メリット】
◇掛金の金額（上限：年額 81.6 万円）が所得から控除され、所得税・住民税ともに軽減されます。
◇受け取る金額も「公的年金等控除」の対象となり、遺族一時金も非課税です。

【主な特徴】
◇終身年金が基本で、万が一の時はご遺族に一時金が支払われます。
◇掛金は加入時の掛金で一定額。受け取る年金も一定額で、加入時に確定します。
◇掛金は、収入に応じて全額の一時停止や、2口目以降の減口や増口が可能で、無理なく続けられます。

【加入対象者】
◇ 20歳から 60歳未満の国民年金に加入されている方。
◇国民年金に任意加入している 60歳から 65歳未満の方。

●お問い合わせ
　山梨県国民年金基金　☎0120－65－4192

国民年金保険料の免除申請（令和元年度分）はお済みですか？
　収入の減少や失業などにより、国民年金の保険料を納めることが経済的に難しい場合、保険料が免除または
猶予される制度があります。
　保険料免除の申請は、毎年 7月から翌年度 6月までが 1つの年度となります。
　免除申請または保険料納付をしていない場合は保険料未納期間となり、万が一、障害や死亡といった不慮の
事態が発生しても障害年金、遺族年金といった保障が受けられない場合があります。早めのお手続きをお願い
します。（申請は市町村役場窓口、年金事務所窓口、ホームページから申請書をダウンロードして郵送のいずれ
かで行うことが可能です。）

●お問い合わせ　町民生活課　高齢者医療年金担当　☎ 22－7209
　　　　　　　　日本年金機構　竜王年金事務所　☎055－278－1100
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に
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て
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に
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て
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た
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2
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　町ひきこもり相談センター「ここから」は、平成 30年 9月に開所しました。
　今回はひきこもりに関するお話や「ここから」の紹介をします。

◇ひきこもりについて
　ひきこもりは甘えや怠け、育て方の問題によって始まることではありません。また、怠けたいと思ってひきこ
もっている人もいません。「何らかのストレスが大きすぎて、どうにもできなくなった時、外からの刺激を遮断
し、外界との接触を制限してしまう」または、「周りとの折り合いを付けるためにひきこもるという選択をせざる
を得なかった」状態であると考えられます。
◇「ここから」とは
　町から委託を受けて、ひきこもりに関する支援に取り組んでいます。精神保健福祉士が、ご本人やご家族の希
望や思いに寄り添いながら医療・保健・福祉・労働などの関係機関と連携して、支援を行っています。
◇「ここから」の名前に込められた思い
・一歩目としてここに繋がる。� ・ここから次の一歩を。
・もし何かにつまずいてもここに戻ってここから再出発。� ・ここから地域の支援の輪を広げる。
◇どんなことをしてるの？
　ひきこもりといっても、ちょっとした買い物などなら外出できる方から、必要な時以外はほとんど自分の部屋
で過ごしている方まで、人によってその状態はさまざまです。ご本人やご家族に合わせてきめ細かな支援を行っ
ています。これまで行ってきた支援の一部を紹介します。
①「家から出るのは、まだちょっと」という方
　ご自宅に伺い相談にのったり、時には何気ない会話やゲームをして、一緒に過ごします。
②「出掛けたいけれど一人で行くのは自信がない」という方
　買い物に付き添ったり、ハローワークや病院に付き添い、手続きのサポートをしたりします。
　また、キャッチボールや散歩で体を動かし、体力づくりや気分転換を一緒にした方もいます。
③「外出したいけれど、行くところがない」という方
　ご自宅以外に居場所がほしいという方は、センターに来所して、思い思いに過ごしていただくことも可能です。
センターに来所し、誰かと話をしたり、外出したりすることで自信をつけることもできます。

◇最後に…　一人で悩まないでください。まずはご連絡ください。「ここからの一歩」を一緒に考えます。

●お問い合わせ　町ひきこもり相談センター　ここから　担当　堀口　☎ 090－8807－3344
　　　　　　　　福祉保健課　障害福祉担当　☎ 22－7207

▲県に要望書を提出

女
性
の
風
し
ん
予
防
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て

山
梨
県
お
よ
び
J
R
東
海
に

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

「 こ こ か ら 一 歩 を 」

▲ひきこもり相談センターここから
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8
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ご
み
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

7/19～8/10 ビヤガーデン 1,700 1,700 130.90 9.35
8/2 大夏祭り 540 340 26.18 1.87
8/3 世代をこえてみんなで遊ぼう 200 0 0.00 0.00
8/7 親子料理 160 120 9.24 0.66
8/13 鰍沢ふるさと夏祭り 400 400 30.80 2.20
8/14 青柳町5丁目ふれあい納涼祭り 1,070 1,070 82.39 5.89
8/14 納涼夏祭り 1,510 1,060 81.62 5.83
8/16 北原組納涼大会 1,300 1,300 100.10 7.15
8/17 組夏祭り 750 520 40.04 2.86
8/18 ロビーコンサート 409 309 23.79 1.70

8/23～24 夏祭り 300 200 15.40 1.10
8/25 ひらべえし祭り 1,120 760 58.52 4.18

合計 9,459 7,779 598.98 42.79

リ ユ ー ス 食 器 d
で

e ご み 0
ぜろ

イ ベ ン ト
　多くの人々が集まるイベントでは、たくさんのごみが出ます。しかし、「リユース食器」を利用することに
よって、イベントで出るごみを大幅に減らすことができます。「リユース食器」とは、使い捨て容器ではなく、
洗うことによって繰り返し使うことができる食器のことです。
　町では、ごみ減量によるCO2の削減などを目的に、各種団体がイベントで使用した「リユース食器」の費用
の一部を補助しています。
　平成25年7月から町内事業所に協賛をいただき、町内で行うイベントでの利用料が無料になりました。積
極的に利用して、ごみが出ないイベントを目指しましょう！

◇補助対象　�町内の自治会・町内会・商店会・NPOその他町長が認める団体（以下「団体」という。）が富士
川町内で実施する事業

　　　　　　※�未使用のリユース食器にかかる費用および主催者の過失による紛失や破損による弁償額は、補
助対象となりません。

◇利用料0円の仕組み　 どんぶりカップ（リユース食器貸出料金 26円）の場合
町補助金 スペースふう負担金 企業協賛金 利用者
12.5 円 7.5 円 6円 0 円

◇申請件数と補助金額

◇利用手順

●お問い合わせ　認定NPO法人スペースふう　☎22－1150
町民生活課　生活環境担当　　☎22－7209

団体：スペースふうに行き、補助金の交付を申請

町：審査後、補助金交付の適否を決定し、団体に通知

団体：イベントの開催＆イベント終了後に実績報告書兼請求書・補助金代理受領承諾書をスペースふうに提出

町：補助金確定通知を団体に通知

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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富 士 川 町 の 秋 祭 り

町制施行10周年記念

第 10回甲州富士川まつり
・開 催 日� 11月10日（日）
・時　　間� 午前9時30分～午後2時30分
・会　　場� 富士川いきいきスポーツ公園
・内　　容�

◆富士川町郷土料理「みみ」コーナー� ◆イベントコーナー
◆各地区による特産品などの販売・PRコーナー� ◆富士川市場コーナー
◆ふれあいコーナー� ◆峡南消防本部PRコーナー
※詳細は、第 10回甲州富士川まつりのチラシをご覧ください。

第10回富士川町駅伝大会
午前8時50分　スタート
●お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当
　☎22－5361

●お問い合わせ
　甲州富士川まつり実行委員会事務局（産業振興課内）　☎22－7202

ゆずの里まつり

・開 催 日� 11月17日（日）
・時　　間� 午前10時～午後2時30分
・会　　場� 小室山妙法寺境内
・イベント� ゆずの販売、名物ゆず餅（つきたて）
� ゆずのピラミッド数当てクイズ、
� ゆず湯のサービス、ゆず狩り体験、
� �餅投げ、よさこい踊り、和太鼓演

奏

氷室の郷ふれあいまつり

・開 催 日� 11月24日（日）
・時　　間� 午前10時～午後2時
・会　　場� 平林交流の里みさき耕舎
・イベント� 新鮮な「みさき大根」収穫祭、
� 氷室神社神楽会によるかぐらの舞、
� 当たり券付もちまき大会

●お問い合わせ
　産業振興課　商工観光担当　☎22－7202

同時開催
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Information
町有住宅入居者募集

団地名 募集
戸数

建設年度
・構造 間取り 家賃（月額）

鰍沢 1戸
（3F）

S63
中耐 5階建

3DK
60.17㎡

28,000 円
駐車場別途　2,000 円

◇募集期間� 10月28日（月）午前9時から
� 11月11日（月）午後3時まで
　※申込受付は平日の午前9時から午後4時まで。
　※最終日の締切は午後3時。
・�申込書および申し込みの案内は都市整備課（役場東
別館分館2階）に用意してあります。

・�申込時には、用意していただく書類が多数あります。
不備がある場合は、受理できませんので、ご注意く
ださい。

・所得の下限など、いくつかの資格要件があります。
・�応募者多数の場合は抽選のうえ、入居者を決定しま
す。

・�募集期間内に応募がない場合は、以降随時募集とな
ります。

●お申し込み・お問い合わせ
　都市整備課　住宅担当　☎22－7214

パート職員を募集します
　町では、次のパート職員を募集します。
【水道検針員】
◇募集人数�1人
◇採 用 日�11月26日（火）
◇業務内容�水道検針業務（毎月実施、1件につき70円）

【簡易水道検針員】
◇募集人数�1人
◇採 用 日�11月25日（月）
◇業務内容�穂積区内水道検針業務
� （奇数月実施、1件につき98円）

◇募集期間� 11月1日（金）～18日（月）
◇応募資格� �おおむね60歳までの身体健康な方、要

普通運転免許、町内在住
◇選考方法� 面接
◇申込方法� 履歴書を上下水道課へ
� 提出してください。
●お申し込み・お問い合わせ
　上下水道課　☎22－7204

『1
いち

8
はや

9
く

　ちいさな命に　待ったなし』
児童虐待防止推進月間

　子どもの虐待に関する相談対応件数は依然として増
加傾向にあります。毎年11月を「児童虐待防止推進
月間」とし、社会的関心の喚起を図るために、全国で
啓発活動を展開しています。
◇児童虐待とは…
　・「身体的虐待」
　　�　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶ

る、やけどを負わせる、おぼれさせるなど
　・「性的虐待」
　　�　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポル

ノグラフィの被写体にするなど
　・「ネグレクト（養育の放棄・怠慢）」
　　�　乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、

ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い
病気になっても病院に連れて行かないなど

　・「心理的虐待」
　　�　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別

的扱い、子どもの前で家族に対して暴力をふるう
（ドメスティックバイオレンス）など

◇迷ったら各関係機関に相談してください。
　�　身近に心配な子ども、親子
はいませんか？　虐待の現場
を直接見ていなくても「おか
しいな」と気になることがあ
れば、まずはご相談下さい。

　�　相談、通告は匿名でよく、
秘密は厳守しますので安心し
てご相談ください。

●お問い合わせ
・子育て支援課　　　　☎22－7221
・中央児童相談所　　　☎055－254－8617
　（休日・夜間緊急時）　☎055－254－8620
・児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（いちはやく）
　※3ダイヤルとも夜間、休日も対応します。

「Jアラート」情報伝達訓練を行います
　全国瞬時警報システム（Jアラート）を使用した情
報伝達訓練を行います。この機会に、身の安全を確保
する行動をとるなど、訓練活動へのご理解ご協力をお
願いします。
【緊急地震速報放送が流れます】
　11月5日（火）　午前10時ごろ
※今回の試験放送は全国一斉に行います。
※気象状況などにより、訓練を中止する場合があります。

●お問い合わせ
　防災交通課　消防防災担当　☎22－7218

お知らせ
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慢性腎臓病予防教室を開催します
　慢性腎臓病の方は、20歳以上の8人に1人いると
推計されており、「新たな国民病」と言われるほど、身
近な病気となっています。
　そこで、町では、慢性腎臓病に関する正しい情報や、
予防するために日常生活の中でできること、気を付け
ることなどを分かりやすくお伝えする教室を開催しま
す。講師は、富士川病院の医師・薬剤師・管理栄養士・
理学療法士・保健師・看護師などです。
　腎機能が低下気味の方や腎臓病予防に興味がある方
のご参加をお待ちしています。

◇開催日時� 12月7日（土）、14日（土）
� ※各日とも　午前10時～正午
� （受付は午前9時30分から）
◇会　　場� 保健福祉支援センター
◇持 ち 物� 総合健康診査結果表、筆記用具

●お申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22－7207

リニア業務担当課の変更について
　これまで、リニア中央新幹線に係る相談業務は、政
策秘書課（本庁舎2階）で対応してきましたが、リニ
ア中央新幹線事業の進展に併せて、町が計画するリニ
ア側道整備計画を総合的かつ機動的に展開するため、
11月1日からリニア関連の相談業務およびリニア側
道整備計画は、土木整備課（本庁舎東別館分館1階）
に、リニア対策担当を配属して対応しますので、お知
らせします。

●リニア関連のお問い合わせ先
　土木整備課内　リニア対策担当　☎22－7203

町制施行10周年記念・文化協会創立10周年記念
第 10回町民文化祭文化展を開催します
　日ごろから取り組んでいる活動の成果を発表しま
す。ぜひご観覧ください。
【文化展】
◇日　　時� 11月16日（土）～18日（月）
� 午前9時～午後7時（18日は午後3時まで）
◇会　　場� 町民会館（☎22－4648）
◇展示内容� �文芸・写真・書道・絵画・陶芸・生け花・

絵手紙・児童生徒作品など
【茶　席】
◇日　　時� 11月16日（土）・17日（日）の2日間
� 午前10時～午後3時
◇会　　場� 町民会館　和室
●お問い合わせ
　町文化協会（教育委員会内）　☎22－5361

オール山梨空き家セミナー＆
無料相談会2019を開催します

　空き家に関するお悩みに、各種専門家が無料でアド
バイスします。県内に空き家をお持ちの方、近い将来
空き家をお持ちになる方など、どなたでもご参加くだ
さい。
◇日　時� 11月16日（土）　午後1時30分から
� （会場：山梨県立図書館）
� 11月30日（土）　午後1時30分から
� （会場：南アルプス市地域防災交流センター）
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
　http://yamanashi-takken.or.jp/

●お問い合わせ
　公益社団法人山梨県宅地建物取引業協会
　☎055－243－4300

数 珠 づ く り 体 験 恋 活
◇開催日時� 11 月 10 日（日）　午後 1時から
◇募集人数� 独身男女各 20人程度
◇参加料金� 男性 4,500 円（町内在住 3,000 円）
（当日徴収）� 女性 2,000 円（町内在住 1,000 円）
� ※数珠体験費用・お茶代込み
◇会　　場� 身延山研修道場南之坊（身延町身延 3574）
◇服　　装� カジュアルな服装
◇申込方法� �QRコードまたはE-mail からお一人様ずつ件名・

本文を記入し、お申し込みください。
〈件　名〉�「数珠づくり体験恋活申込」
〈本　文〉��①氏名、②生年月日、③お住まいの市

町村、④電話番号、⑤メールアドレス
〈送信先〉�山梨恋活コミュニティ
� wincere2013@gmail.com

◇申込締切� 11 月 5日（火）

〜当日の流れ〜
12：30	 受付開始
13：00	 スタート
13：10	 自己紹介タイム、いいね投票
14：00	 数珠作り体験
15：30	 お茶タイム
16：30	 こっそりカップリング（結果は家に帰ってから）
16：40	 アンケート

◇注意事項　�応募が多い場合は、男性は抽選、女性は
先着順にて決定します。抽選結果は 11
月7日ごろにメールにてご連絡します。

主催：�富士川町・身延町・市川三郷町・早川町・南部町・
南アルプス市・笛吹市結婚相談所

共催：�身延数珠土産品協同組合・峡南地域県民センター・
中北地域県民センター

運営：山梨恋活コミュニティ

QRコード

in身延山
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第10回富士川町テニス大会

第8回ソフトバレーボールフェスティバル

第10回富士川町テニス大会
◇日　　時� 11 月 24 日（日）　午前 8時 30分から
� ※予備日　12月 1日（日）
◇種　　目� 男子シングルス　A、Bクラス
� 女子ダブルス　　A、Bクラス
� 壮年ダブルス（性別不問、年齢 55歳以上）
� 6 ゲームマッチ（セミアドバンテージ方式）※参加者により変更があります。
◇会　　場� 利根川公園テニスコートほか
◇参加資格� 町内在住・在勤の方、利根川・大法師テニスコート利用者
◇参 加 料� シングルス　1,000 円　　ダブルス　1,500 円（参加賞あり）
◇申込方法� �所定の参加申込書に記入のうえ、11月 14日（木）午後 5時までに参加料を添えてお申し込みくだ

さい。
� ※参加申込書は、町スポーツ協会事務局にあります。
◇そ の 他�《男子クラスの目安》� Aクラス　県大会（C級以上）で活躍している方または同等の力のある方
� � B クラス　県大会（C級以上）で未勝利または未出場の方

●お申し込み・お問い合わせ
　町スポーツ協会事務局（教育委員会内）　☎ 22－5361

◇日　　時� 12 月 8日（日）　午前 8時 30分から
◇会　　場� 鰍沢中学校体育館
◇参加資格� 町内在住・在勤・在学の方
� ファミリーの部は小学生以下 2人以上、中学生以上 2人以下
� フリーの部は中学生以上
◇チーム編成� 1 チーム 4人以上　男女の制限は設けません。
◇試合方法� 参加チーム数により、リーグ戦またはリンク戦方式
◇参 加 料� 1 チーム　1,000 円（小・中・高校生のチームは無料）
� ※参加料は代表者会議に持参してください。
� ※当日、鰍沢中学校体育館で練習ができます。
◇申込締切� 11 月 30 日（土）

　バルーンアートを使って、この時期にぴったりなクリスマスリースを作ります。プレゼントやお部屋の飾りに
いかがですか。親子での参加も大歓迎です。みんなで楽しみましょう！

◇日　　時� 12 月 14 日（土）　午前 10時～正午
◇会　　場� 町民会館　学習室
◇定　　員� 先着 15 人（小学 2年生以下は保護者同伴）
◇参 加 費� 1 人　500 円（当日徴収）
◇講　　師� バルーン『風』の皆さん
◇持 ち 物� はさみ
◇申込期間� 11 月 5日（火）～ 11月 27日（水）
◇申込方法� 電話または教育委員会へ直接お申し込みください。

●お申し込み・お問い合わせ
　生涯学習課　社会教育担当　☎ 22－5361

●お申し込み・お問い合わせ
　町スポーツ協会　バレーボール部長　小林
　☎ 090－8508－4773　FAX�22－3817

第8回ソフトバレーボールフェスティバル

バルーンアート教室 クリスマスリースを作ろう！

▲クリスマスリース

▲昨年の様子
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県
内
市
町
村
が
行
う
入
札
に
お
け

る
参
加
資
格
の
審
査
は
、
山
梨
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
に
お
い
て
共
同

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
実
施
す
る

中
間
審
査
は
、
令
和
2
年
度
分
に
お

け
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
の

資
格
審
査
で
す
。
詳
細
は
、
山
梨
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
ふ
じ
か
わ
10
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
期
間

10
月
21
日
（
月
）
午
前
10
時
～

11
月
15
日
（
金
）
午
後
5
時

◇
申
請
の
種
類

①
新
規
申
請

　
現
在
、
参
加
資
格
を
有
し
て
い
な

い
事
業
者
が
対
象
で
す
。
な
お
、
職

種
の
追
加
は
新
規
申
請
と
な
り
ま
す
。

②
業
種
追
加

　
定
期
審
査
に
お
い
て
、
参
加
資
格

を
有
す
る
事
業
者
を
対
象
と
し
、
各

職
種
に
お
け
る
業
種
の
追
加
を
す
る

た
め
の
申
請
で
す
。

③
市
町
村
追
加

　
定
期
審
査
に
お
い
て
、
参
加
資
格

を
有
す
る
事
業
者
を
対
象
と
し
、
市

町
村
の
追
加
を
す
る
た
め
の
申
請
で

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合　
業
務
課

　
☎
0
5
5
―
2
6
8
―
3
4
4
6

　
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
一
人
で
活

動
を
始
め
、
全
世
界
に
広
め
て
き
た

と
い
う
若
い
女
性
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん

（
16
）
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、「
す
ご

い
女
の
子
が
い
る
ん
だ
」
と
感
心
し

ま
し
た
。

　
1
9
8
9
年
の
参
院
選
で
、
女
性

候
補
を
次
々
と
擁
立
し
、「
マ
ド
ン
ナ

旋
風
」
を
起
こ
し
た
、
当
時
の
社
会

党
委
員
長
（
憲
政
史
上
で
も
初
の
女

性
党
首
）
土
井
た
か
子
さ
ん
が
語
っ

た
「
山
が
動
い
た
」
と
い
う
言
葉
が

頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
言
葉
は
、
与
謝
野
晶
子
の
詩

「
そ
ぞ
ろ
ご
と
」
の
冒
頭
『
山
の
動
く

日
来
た
る
』
か
ら
と
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。「
山
」は
女
性
の
た
と
え
。

沈
黙
し
て
き
た
女
性
た
ち
に
今
こ
そ

立
ち
上
が
り
声
を
上
げ
る
べ
き
時
だ

と
呼
び
か
け
た
の
で
す
。
平
塚
ら
い

て
ふ
を
中
心
に
、
女
性
を
封
建
的
な

束
縛
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
、女
性
だ
け
の
手
で
創
刊
し
た「
青せ

い

鞜と
う

」
と
い
う
雑
誌
の
巻
頭
を
飾
っ
た

詩
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
山
が
動
く
」
と
は
、
変
わ
る
は
ず

が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
物
事
が
変

化
す
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。多
く
は
、

沈
着
し
て
い
た
事
態
が
変
わ
り
始
め

た
時
を
指
し
て
「
山
が
動
い
た
」
と

い
う
よ
う
で
す
。

　

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
は
9
月
20

日
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
訴
え
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
日
の
抗
議
行
動
は
、
異

常
気
象
や
自
然
災
害
な
ど
で
温
暖
化

に
直
面
し
て
い
る
若
者
た
ち
も
参
加

し
、
世
界
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

21
日
に
は
、
23
日
に
世
界
の
指
導
者

が
集
ま
り
開
催
さ
れ
る
「
気
候
行
動

サ
ミ
ッ
ト
」
に
向
け
た
「
若
者
気
候

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
提
言
を
ま

と
め
た
そ
う
で
す
。

　
も
う
一
人
、
山
を
動
か
し
た
女
性

が
い
ま
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
マ

ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
（
当
時
17
）

で
す
。
彼
女
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
武

装
勢
力
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
、
特
に
女
子
が
教

育
を
受
け
る
権
利
を
訴
え
続
け
て
き

ま
し
た
。
学
校
に
自
由
に
通
え
な
い

日
常
を
つ
づ
っ
た
ブ
ロ
グ
を
始
め
、

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
平
和
と
男
女
平
等
の
た
め
に
活

動
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
女
性
や
若
者
の
パ
ワ
ー
が
社
会
を

変
え
て
い
け
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

［9月分］

工　事　名　・　件　名 場　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

災害備蓄品購入（食料・保存水） － 1,554,900 東 八 防 災 ㈱
公共施設清掃業務委託 － 876,000 ㈱日本リフレッシュ
富士川町林地台帳整備業務委託 － 3,250,000 ㈱パスコ　山梨支店
上水道台帳更新業務委託 鰍 沢 3,400,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所
公共下水道管渠清掃・テレビ調査業務委託 － 5,190,000 ク リ ー ン ヘ ル ス ㈱
穂積簡易水道上手配水池系統導水管布設工事（ 2工区） 小 室 1,800,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備
町道起し薄田線配水管布設工事 鰍 沢 4,750,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業
町道本町 3号線水路改修工事 鰍 沢 2,400,000 ㈱ フ カ サ ワ
第 1分団詰所前防火水槽設置工事 天神中條 11,500,000 神 田 建 設 ㈱
町営大法師団地解体工事 鰍 沢 2,530,000 ㈲峡南環境サービス
町営若宮団地外壁屋上改修工事 長 24,700,000 ㈱ ス ギ タ 建 工

※入札結果の詳細は、ホームページに半期ごと掲載してあります。令和元年度上半期分は 10月 4日に町HPで公表しました。

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

「山が動いた」
女性たちの力で…

富士川町
男女共同参画推進委員会

令
和
2
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
中
間
審
査
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増
穂
中
学
校

　
増
穂
中
学
校
で
は
、
毎
年
、
読
書

週
間
に
あ
わ
せ
、
本
の
中
に
登
場
す

る
料
理
を
給
食
の
献
立
に
加
え
る

『
本
と
の
コ
ラ
ボ
給
食
』を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
10
月
28
日
（
月
）

か
ら
11
月
8
日
（
金
）
ま
で
の
9
日

間
で
行
い
ま
す
。
給
食
時
間
に
給
食

委
員
の
生
徒
が
放
送
で
本
と
料
理

（
食
材
）の
紹
介
を
行
い
、図
書
室
の

前
に
本
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
コ
ラ
ボ
給
食
を
通
し
て
、
給
食
や

本
に
親
し
み
を
持
つ
生
徒
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

【
10
月
28
日
の
献
立
とコ

ラ
ボ
す
る
本
】

献
立
：
肉
じ
ゃ
が

鰍
沢
小
・
中
学
校

　
鰍
沢
小
学
校
で
は
、
玄
関
前
の
廊

下
に
「
食
育
×
本
」
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
給
食
に
出
て
く
る
食
材
や
行
事

食
を
中
心
に
、
食
材
の
実
物
や
児
童

が
触
っ
て
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
楽

し
い
教
具
を
掲
示
す
る
こ
と
を
心
が

け
、
ま
た
、
司
書
と
連
携
し
、
本
も

合
わ
せ
て
紹
介
し
、
食
へ
の
興
味
・

関
心
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　
写
真
は
、
9
月
に
小
・
中
学
校
の

給
食
指
導
で
「
緑
の
な
か
ま
（
食
物

繊
維
）
の
学
習
」
に
使
用
し
た
教
具

で
す
。
給
食
指
導
で
使
用
し
た
あ
と

は
、
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
掲

示
し
ま
し
た
。
児
童
は
、
調
理
員
が

フ
ェ
ル
ト
で
作
っ
て
く
れ
た
「
食
べ

物
セ
ッ
ト
」
を
口
に
入
れ
た
り
、
腸

を
取
り
外
し
て
長
さ
を
確
認
し
た
り

し
な
が
ら
学
習
を
深
め
て
い
ま
す
。

低
学
年
か
ら
高
学
年
の
児
童
ま
で
、

み
ん
な
が
掲
示
物
を
活
用
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
食
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
食
育
へ
の
第
一
歩
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
調
理
員
と
全
職
員
が

協
力
し
、
鰍
沢
小・中
学
校
の
児
童・

生
徒
が
、
毎
日
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ

い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
食
育

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
各
学
校
の
、
学
校
給
食

を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
育
推
進
の

取
り
組
み
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

増
穂
小
学
校

　
増
穂
小
学
校
で
は
、
1
年
生
の
子

ど
も
た
ち
が
「
食
品
の
3
色
の
仲
間

分
け
」に
つ
い
て
、学
習
し
ま
し
た
。

食
べ
物
は
、
体
の
中
で
の
働
き
に

よ
っ
て
、
赤
・
緑
・
黄
の
3
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
体
に
必

要
な
栄
養
素
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る

完
全
な
食
品
は
な
い
こ
と
、
3
色
そ

れ
ぞ
れ
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
こ
と
で
、
健
康
な
体
が
作
ら
れ

る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
そ
の
日
に
食
べ
た
給
食
に
入
っ
て

い
た
食
品
を
3
つ
に
色
分
け
し
、
毎

日
食
べ
て
い
る
給
食
に
は
、
3
色
の

食
品
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
す
る
子

ど
も
た
ち
。
こ
の
時
期
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の

基
盤
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
で
す
。

食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
自
ら
判
断
で
き
る
力
を
養
う
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
食
育
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

増
穂
南
小
学
校

　
増
穂
南
小
学
校
で
は
、
6
月
12
日

（
水
）に
、全
学
年
の
保
護
者
を
対
象

に
給
食
試
食
会
、
学
校
保
健
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
保
健
委
員

会
の
後
の
学
習
会
に
は
全
校
児
童
と

保
護
者
が
参
加
し
、
大
日
本
水
産
会

か
ら
講
師
を
迎
え
、
一
人
一
尾
ず
つ

え
び
の
殻
む
き
を
し
た
り
、
鯛
を
天

然
の
も
の
と
養
殖
の
も
の
と
食
べ
比

べ
た
り
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、

楽
し
く
魚
の
栄
養
の
こ
と
や
調
理
の

工
夫
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
方
か
ら
は
「
命
を
い
た

だ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
も
大

人
も
学
べ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
」「
大
人
で
も
新
し
い
発
見
が
あ
り

楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
、
保
護
者
と
と
も
に

食
育
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
学
習
会
後
も
食
育
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
、
読
書
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
り
す
る
な
ど
、
繰
り
返
し

指
導
を
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま

す
。

教育委員会
☎22－5361

▲ 1年生の授業の様子（増穂小学校）

▲調理実演見学の様子（増穂南小学校）

▲給食指導で使用した教具（鰍沢小・中学校）

学校号
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無罪？ 有罪？ 鰍沢簡易裁判所で模擬裁判

ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短　

歌
】

竹
や
ぶ
の
真ま

下し
た

を
流
る
る
富
士
川
の
瀬
音
は
高
し
雷
雨
の
あ
と
に

保
坂　

公
恵

こ
の
年
も
三
分
の
二
が
終
り
た
り
思
ひ
を
も
ち
て
カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る

矢
崎　

美
代

五
日
ぶ
り
の
友
と
互か

た
みに
祖
を
語
り
時
を
忘
れ
て
夕
べ
と
な
り
ぬ

堀
之
内
と
し
子

【
川　

柳
】

折
れ
合
っ
て
和
む
世
間
で
丸
く
老
い�

井
上　

紀
子

卓
球
を
も
う
ピ
ン
ポ
ン
と
呼
ば
せ
な
い�

遠
藤
い
ず
み

向
い
風
よ
こ
風
寡
婦
に
き
び
し
す
ぎ�

井
上
信
太
朗

11月1日（金）～30日（土）
①認知症高齢者への声のかけ方
　研修
②�認知症についての理解と認知症
の方への対応方法

③今月の介護予防体操
【放送時間】
午前9時～、午前11時～（介護
予防体操のみ）、午後8時～

●お問い合わせ
　福祉保健課　☎22－7207

無罪？ 有罪？ 鰍沢簡易裁判所で模擬裁判
　鰍沢簡易裁判所では、裁判所の仕組みや役割などを、地域の児童生徒に知ってもらい、裁判所を身近に感じ
てもらうため、町内の小、中学校を対象に模擬裁判を実施しています。
　10月8日（火）には、鰍沢中学校の3年生15人が模擬裁判を体験しました。生徒たちは本物の法廷で、裁
判官、検察官、弁護士などそれぞれの役を演じ、模擬裁判、模擬評議を体験しました。

《生徒たちの感想》
・�裁判官は上の席からすべて見渡せるので、全員の表情などもわかり、そこで事実や事実でないことも判断し
なければならないので難しかったです。テレビなどで見たことはありましたが、深いところまで知らなかっ
たので、演じてみて、こういうふうに行われているんだなと実感しました。

・弁護人は検察側と対立する立場から、相手方には強く発言することが、結構難しかったです。
・検察官は自分の証拠を、自信をもって言うのがとても難しかったです。

※今月の「人」コーナーはお休みします。

富士川町健康情報カフェ

富士川CATV
（11ch）

▲法廷の様子 ▲弁護人による証人尋問の様子▲検察官による証人尋問の様子

▲裁判官の評議の様子
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鰍沢小鰍沢小増穂小

鰍沢中学校 第 57回鰍朋祭
歩　〜67でつくる新たな軌跡〜

保育所連合運動会

　9月 13 日（金）、14 日（土）に鰍沢中学校鰍朋祭が開催され
ました。文化の部の演劇では迫真の演技に会場が吸い込まれまし
た。また、体育の部では各チームが優勝を目指し競い合いました。

　10月 5日（土）、キヤノ
ンファインテックニスカグ
ラウンドにおいて、保育所
連合運動会を開催しまし
た。雲一つない秋晴れの強
い日差しの中、子どもたち
は元気いっぱい楽しんでい
ました。

小学校運動会

増穂小

　9月 28日（土）、鰍沢小学校と増穂小学校で運動会が開催されました。さ
わやかな秋晴れのもと、大きな声援を受けながら、この日のために練習して
きた成果を発揮しました。

令和元. 11 月号　No.116（20）



工事の安全と完成を祈願

中学生が命の尊さを学ぶ

災害時における調査復旧支援協力協定を締結ダイドードリンコ（株）が災害備蓄用品を提供

100歳おめでとうございます

秋の交通安全運動
　9月 26日（木）、小林
地内において学校給食セ
ンターの安全祈願祭と起
工式を行いました。志村
町長をはじめ、地域や学
校関係者、工事関係者ら
が出席し、工事の安全と
完成を祈願しました。竣
工は令和 2年 6月末、夏
休み明けから稼働する予
定です。

　9月 27日（金）、かじか
ざわ児童センターにおい
て、鰍沢中学校思春期体験
学習が行われました。生徒
たちは、妊婦さんの疑似体
験や赤ちゃん人形で、抱っ
この仕方などを学んだあ
と、実際に赤ちゃんとふれ
あい、子育ての大変さと喜
びを学びました。

　10月 4日（金）、釜無川流域下水道推進協議会を構
成する 4市と 3町が、日本下水道管路管理業協会と、
「災害時における
調査及び復旧支援
協力に関する協定」
を締結しました。
これにより、下水
道管路施設が被災
した際に、迅速な
対応が可能になり
ます。

　10月 7日（月）、小
川かなゑさん（長澤）
が、めでたく 100 歳の
誕生日を迎えられまし
た。とても明るく、お
しゃべりが大好きなか
なゑさん。広告で箱を
折ったり、ぬり絵をし
たり、歌を歌うのも大
好きなのだそうです。
いつまでも明るく元気
で長生きしてください。

　10月 3日（木）、町と
ダイドードリンコ㈱で
は、「自動販売機設置によ
る災害備蓄用品に関する
覚書」を取り交わしまし
た。これは、8 月 21 日
（水）に富士川町児童セン
ターへ自動販売機設置し
たことに合わせ、備蓄食
を提供していただく災害
対策事業です。

　10月 3日（木）、松本ミツヱさん（最勝寺）が、め
でたく100歳の誕生日を迎えられました。編み物が得
意で、カラフルなアクリ
ルたわしをいっぱい作っ
てお知り合いにプレゼン
トしているそうです。週
4日通っているデイサー
ビスでは、6月に 100 歳
になられた芦澤さんと仲
良しなのだとか。いつま
でも仲良く元気で長生き
してください。

　9月 24日（火）、秋の全国交通安全運動街頭指導所
が開設されました。同日、道の駅富士川において鰍沢
警察署から「高齢者見守りアンバサダー」に委嘱され

た「山梨住みます
芸人」のぴっかり
高木さんと、いし
いそうたろうさん
や各交通関係団体
の皆さんが、富士
川大橋で街頭指導
を行いました。

県体育祭りで10連覇を達成 !!
　9 月 14 日（土）か
ら 22 日（日）まで開
催された、第 72 回山
梨県体育祭り町村の部
において、富士川町は
男女ともに 1位で、2
位の昭和町に 17.2 点
の大差をつけて総合優
勝し、みごと 10 連覇
を達成しました。
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富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811
FAX�22－8815
Mail��info@fbkh.jp
★ホームページ
（URL）http://masuho-bunka.jp

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

池
田
綾
子
　
ク
リ
ス
マ
ス

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
富
士
川
町
の
歌「
明
日
を
生
き
る
」

（
作
詞：江
宮
隆
之
）
作
曲
者
の
池
田

綾
子
（
歌
）
と
長
谷
川
久
美
子
（
ピ

ア
ノ
）
の
2
人
が
、
子
育
て
中
の
マ

マ
・
パ
パ
・
子
ど
も
た
ち
に
身
近
で

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
歌
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け

し
ま
す
。

◇
開
催
日　
12
月
8
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
開
催
場
所

　
文
化
ホ
ー
ル　
舞
台
仮
設
会
場

◇
鑑
賞
料

　
全
席
自
由
（
定
員
1
5
0
人
）

・
前
売
券　
1
，0
0
0
円

・
当
日
券　
1
，2
0
0
円

　
※
中
学
生
以
下
無
料

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森

2
0
1
9 

～
森
か
ら
の
贈
り
物
～

　
文
化
ホ
ー
ル
の
庭
園
で
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
町
民
有
志
に

よ
る
「
森
か
ら
の
贈
り
物
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
共
催
企
画
・
森
林
に
親
し

む
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日

　
11
月
3
日
（
日
・
祝
）

◇
開
催
時
間

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時

◇
開
催
場
所

　
文
化
ホ
ー
ル　
庭
園

★
森
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク

　

�

お
ち
ば
プ
ー
ル
、切
端
を
渡
ろ
う
、

森
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
森
の

ハ
ー
フ
パ
イ
プ

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト（
バ
ル
ー
ン
風
）

　
①
午
前
9
時
40
分

　
②
午
後
0
時
40
分

・
歌
の
お
兄
さ
ん
（
渡
辺
誠
さ
ん
）

　
①
午
前
10
時
20
分

　
②
正
午

・
こ
ど
も
シ
ア
タ
ー

　
　
（
朗
読
の
会
す
ず
ら
ん
）

　
①
午
前
11
時

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
書
評
合
戦

2
0
1
9
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
発
表
者

（
バ
ト
ラ
ー
）が
お
薦
め
し
た
い
本
を

持
ち
寄
り
、
観
覧
者
に
制
限
時
間
内

で
紹
介
し
た
あ
と
、
観
覧
者
が
「
一

番
読
み
た
い
」
と
感
じ
た
本
に
投
票

し
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン（
チ
ャ
ン
プ
本
）

を
決
定
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
人
（
バ

ト
ラ
ー
）
を
通
し
て
魅
力
あ
る
本
に

出
会
え
る
場
で
す
。

　
発
表
者
や
観
覧
者
の
皆
さ
ん
全
員

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇
開
催
日　
11
月
17
日
（
日
）

◇
開
催
時
間　
午
後
2
時

◇
開
催
場
所

　
文
化
ホ
ー
ル　
1
階
ロ
ビ
ー

◇
観
覧
料

　
無
料
（
バ
ト
ル
終
了
後
、
投
票
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◇
出
場
発
表
者

・
ビ
ブ
リ
オ
体
験　
学
生
3
～
4
人

・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ラ
ー

　
中
学
生
～
大
人　
5
～
6
人

シ
ニ
ア
劇
団
交
流
公
演
2
0
1
9

　
地
域
に
根
差
し
た
演
劇
活
動
を
し

て
い
る
2
つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
シ
ニ

ア
劇
団
が
交
流
し
、
お
互
い
の
日
ご

ろ
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

◇
開
催
日　
11
月
24
日
（
日
）

◇
観
覧
料　
無
料

◇
開
演
時
間

①
午
後
1
時
30
分

【
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座
】

「
未
来
年
表　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
を
や
ろ
う
よ
」（
作・M
U
M
A
、

演
出
・
清
野
知
之
）

②
午
後
2
時
45
分
（
予
定
）

【
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団
】

「
認
知
症
を
考
え
る
劇　
老
い
を
明

る
く
生
き
る
」（
作
、演
出
・
水
木
亮
）

【
講
座
情
報
】

～
矢
崎
仁
司
映
画
監
督
指
導
～

シ
ナ
リ
オ
講
座

　
現
役
プ
ロ
映
画
監
督
の
直
接
指
導

で
す
。
シ
ナ
リ
オ
作
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
　
　
程

・
第
1
回　
11
月
16
日
（
土
）

・
第
2
回　
12
月
7
日
（
土
）

・
第
3
回　
令
和
2
年
1
月
11
日（
土
）

◇
受
講
時
間

　
各
日　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

◇
対
　
　
象　
高
校
生
以
上

◇
定
　
　
員

　
10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。）

◇
受
講
料　
6
，0
0
0
円

◇
持
ち
物　
筆
記
用
具

◇
お
申
し
込
み

　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
」

を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
知
ら
せ
】

令
和
2
年
4
月
分
の
貸
館
受
付

◇
日
　
　
時

　
11
月
1
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分

に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
以
降

は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール
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◆11月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・10日（日）14：00　VS　アビスパ福岡
・24日（日）14：00　VS　FC琉球

の図書館
おはなし会のお知らせ

11 月 9日（土）　午前 10時 30分～ 11時
テーマ：本

本で本を紹介するって、ちょっと不思議 !?

ご存知ですか？　相互貸借サービス
　読みたい本の所蔵がなく、諦めたことはありませんか？　
富士川町民図書館では、県内各公共図書館と〈相互貸借サー
ビス〉を行っています。これは、当館未所蔵の資料を、他
館から取り寄せ、利用者の皆さんに貸し出しするサービス
で、他館の資料を町民図書館で貸し出し・返却することが
できます。読みたい本がありましたら、ぜひ、お声掛けく
ださい。

※�所蔵館の規定に準じて行いますので、貸出不可の場合も
あります。ご了承ください。

本町出身の芥川賞作家　保坂和志さん
最新刊のご案内

『読書実録』
保坂和志　河出書房新社

　詩人に教えられ、筆写をはじめた
私。文が書かれる瞬間の流動性に身
を委ねると、筆写は小説へと飛翔し
て…。権力の、そして自由の発生点
にふれる、アナキズム小説。雑誌『す
ばる』掲載作品をまとめて単行本化。※表紙画像は出版社から

　許諾を得て掲載

戸籍の窓
自 9月 1日　至 9月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	青　柳　町	 加賀美由莉	（ゆ　り）	 女	 新

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	長　　　 	 渡邉　　光	 なつ美	 （ 永 井 ）
	 〃	 内田　尚樹	 江　里	 （ 深 澤 ）
	 〃	 秋山　大也	 里　沙	 （ 有 泉 ）
	青　柳　町	 吉村　和哉	 優　子	 （ 依 田 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	天 神 中 條	 長澤　清水	 89	 靖
	小　　　林	 前橋　正子	 97	 正　　行
	長　　　 	 村松　久枝	 92	 洋
	青　柳　町	 　喜文	 78	 文　　彦
	穂　　　積	 樋口　浩子	 77	 新　　一
	鰍　沢　南	 青栁　玉惠	 93	 正　　吾

ひとのうごき（10月 1日現在）

人　口	 15,010 人	 （− 47）
　男	 7,308 人	 （− 20）
　女	 7,702 人	 （− 27）
世　帯	 6,325 戸	 （− 	 4）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳し
くは

こち
ら

富士川町　アイドル

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

富士川町公式Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App�Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

深 　　尊
たける

くん　6歳（天神中條）

志村　彩
あや
夢
め

ちゃん
（平成 30年 9月・小林）
父　憲司さん・母　理江さん

志村　栞
かん
那
な

ちゃん
（平成 30年 9月・小林）
父　憲司さん・母　理江さん

志村　陽
ひまり
莉ちゃん

（平成 30年 9月・小林）
父　憲司さん・母　理江さん

　くるくるパーマ♡あーちゃん
　いたずら大好きでいつもママ
を困らせます（^�^）

　泣き虫甘えん坊♡かんちゃん
　一番小さかったけど、たくさ
ん食べて大きくなりました。

　天使のスマイル♡ひーちゃん
　おっとりしてるけど、立っち
とあんよが上手です。

富士川町 Facebook
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